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日韓国交回復直後の韓国地理教科書に
おける日本に関する記述

南　春英

Ⅰ　はじめに

　日本と韓国は海を挟んで、互いに望見できるほど近い隣国であり、古く

から密接な歴史的関係を結んできた。しかしながら、韓国人の日本認識は

決して十分とは言えない。それは、日本に対する知識の不足にもよるが、

自国中心的教育から得た偏った日本観による面も大きいと言われている

（山内・古田、1997）。

　1965年6月22日に日本と大韓民国との間で日韓基本条約が結ばれ、36年

間にわたる日本の朝鮮半島の植民地支配を経て途絶えていた国交を回復

した。これによって、中断、再開を繰り返しながら14年間にわたって断続

的に開催されていた国交正常化交渉にも終止符が打たれた。日韓基本条約

は日本の韓国に対する莫大な経済協力、韓国の日本に対する一切の請求権

の完全かつ最終的な解決、それらに基づく関係正常化などが取り決められ

た。

　日韓両国の国交回復は、社会科教科書の互いの記述に変化をもたらした

のか。変化があったとすればどのような変化をもたらしたのか。今まで韓

国の歴史教科書における日本記述に関する研究は様々な分野で行われて

きた。例を挙げると、岩井・朴ほか（2008）、釜田・許（2013）などである。

しかし、日韓両国の地理教科書における互いのイメージに関する研究は行
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われていないのが現実である。

　地域を東アジアに広げてみた場合、東アジア諸国の地理教科書に関する

研究としては、日本の地理教科書の中で書かれた中国記述の特徴を分析し

た林（1998）と拙稿（2013）がある。日本の高校地理教科書の中国記述の特

徴を明らかにした拙稿（2013）では、1950～80年代の中国の社会主義を強

調した段階から90年代の中国の生活に関する記述が中心になる特徴が見

られた。さらに21世紀に入ると、日中両国を比較しながら記述しているこ

とが明らかになっている。こうした研究が国相互の教科書の記述分析に広

がっていった場合、国民相互の相手国理解の形成メカニズムが解明に寄与

するだけでなく、各国の教育の特徴を明らかにすることができると考え

る。これを改めて日韓関係に焦点化して捉えれば、長い歴史の中で隣国と

して深い関係を結んできた日韓両国の相手国理解の形成メカニズムが解

明できるだけでなく、現在、必ずしも円満とは言えない両国関係の理由を

探る一助になると思われる。

　こうした研究の必要性を強く感じる中で、筆者は既に日中両国について

は、日本の教科書に見られる中国記述の特徴を明らかにする研究を行い

（南、2013）、日韓両国についても、研究を開始している（南、2015）。そして

拙稿（2015）では、韓国における最新教育課程期である第7次教育課程期に

出版された韓国の高校地理教科書における日本記述の特徴を明らかにし

た。ただ、韓国の高校地理教科書は、時代時代によって記述内容や特徴が

変化していることから、拙稿（2015）で明らかにした近年の教科書内容の

特徴が、時代をまたがって一般化されるわけではない。さらに別時期の教

科書分析が必要と考える。

　従って、本稿では日韓両国が国交回復した時期にあたる1963年から1973

年まで実施された第2次教育課程（地理科目）と、第2次教育課程期内で出

版された、1967年『新地理Ⅱ』（正音社）1）と1968年『新地理Ⅱ』（正音社）、
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1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）2）の日本に関する記述を分析し、そ

の特徴を明らかにすることを目的とする。これらは全て地誌である。同じ

く第2次教育課程期内で出版された1964年『標準人文地理』と1967年『最新

人文地理』教科書は、日本に関する記述はあるものの記述量が少なく、ま

た地誌ではないため、本稿では原則取り扱わない（表1）。なお、参考にした

教科書の教科書名、作者名、出版社名は漢字で表記できるものは漢字で表

記し、漢字で表記できないものは片仮名で表記し、さらにハングルの表記

を加えた。

表1　第2次教育課程期に出版された韓国の高校地理教科書
時期 出版された教科書 構成方向

第2次教育課程期
（1963-1973）

1964年『標準人文地理』（ソウル出版社）
1967年『最新人文地理』（中西館出版社）

系統地理

1967年『新地理Ⅱ』（正音社）
1968年『新地理Ⅱ』（正音社）
1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社・사조사）

地誌

（韓国教育課程評価院、国家教育課程情報センター資料より筆者作成）

Ⅱ　第2次教育課程期の特徴

　韓国の第2次教育課程は、日韓国交改定時期に実施した教育課程である。

文教部3）は、5.16軍事革命4）を契機に従来の教育を再評価し、全面的に新し

い教育課程に改編した。そして1963年2月15日に文教部令第121号を発布

し、第2次教育課程を実施した。

　第2次教育課程は、概念を重視し、生活中心課程あるいは、経験中心の教

育課程と言われている。教育課程の改定要点は、教育課程の系列化と学校

級別の系列化を通じての、一貫性のある系統的学習であった。そして、必

要とされる最小限の内容要素を厳選して、基礎学習を忠実に行うことが強
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調されていた（鄭珉、1995、p.4）。

１　構成原理
　この時期の地理は『地理Ⅰ』と『地理Ⅱ』に分かれている5）。『地理Ⅰ』は

韓国地理であり、『地理Ⅱ』は世界地誌になっている。韓国地理は主に系統

地理で構成されている反面、世界地理は系統的構成と地誌的構成が半々で

ある。韓国の高校科目は、生徒の進路と職業の選択により、人文課程、自

然課程、職業課程、芸能課程に分かれており、人文課程、自然課程と職業

課程を選択した生徒は『地理Ⅱ』が必修科目となっていて、単位数は6単位

である。

２　『地理Ⅱ』の目標
　世界地理で構成された『地理Ⅱ』の目標は以下の5つである。

（a）韓国社会生活の展開による様々な問題と世界各地域の生活特色を理解

させ、愛国、愛民族の精神を養わせる。

（b）世界各地域の自然と人文生活の特徴を把握し、国際間の相互依存関係

と国際理解を基礎にした国際協力の精神を養わせる。

（c）世界各地域の生活の地域的特殊性と普遍性を明らかにし、社会生活を

営んでいく上で必要な観察力、思考力、判断力を養わせる。

（d）世界各地域の経済活動と国土開発の過程、および成果を探索し、我が

国が経済後進国から脱出できるための経済開発と国土開発に役に立つ

能力を養わせる。

（e）地図、統計、図表などの資料利用と地理的に正確に分析できる能力を

生活の中で利用し、文化発展に貢献できるような態度を養わせる。
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表2　第2次教育課程の地理教育の内容
目標 内容構成

『地理Ⅰ』国土の性質と国
内地域間の相互
依存関係を理解
させる。

1．韓国の自然環境
2．韓国の産業（1）
3．韓国の産業（2）
4．国土開発の管理
5．韓国の村落・人口
6．韓国各地域の特色
7．我が国と世界との関係

『地理Ⅱ』世界各地域の特
徴を理解させ
る。

1．世界の自然環境
2．世界の人類集団
3．アジアの自然環境と生活
4．ヨーロッパ・アフリカの自然環境と生活
5．アメリカ・オセアニアの自然環境と生活
6．世界の経済活動
7．世界と我が国

（韓国教育課程評価院、国家教育課程情報センター資料より筆者作成）

　表2は、第2次教育課程期の地理科目の目標、内容構成を示したものであ

る。『地理Ⅱ』の主な目標は、世界各地域の地域性の理解と、遅れている韓

国経済を認識させるための各地域の経済発展模様を強調している。後進し

た農業社会から発展した工業社会を目指す当時の社会現象の特徴を表し

ている。

　日本に関する記述は、1967年と1968年の『新地理Ⅱ』（正音社）では、第3

章「アジアの自然と生活」の第2節で「島国―日本」というタイトルで記述

されている。1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）では、第3章「アジアの

自然と生活」の第2節で「日本」というタイトルで記述されている。いずれ

の教科書も日本に関する記述は全体の約4％である6）。
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Ⅲ　第2次教育課程期における日本に関する記述内容

　本章では韓国の地理教科書の中で、日本について具体的にどのような内

容が記述されているかについて見ていきたい。表3は、第2次教育課程期に

出版された『地理Ⅱ』教科書の日本に関する記述内容を示したものである。

表3　『地理Ⅱ』7）教科書の日本に関する記述内容
教科書名 内容構成 文字数

1967年『新地理Ⅱ』
　　正音社

1、日本の過去と現在
2、極東の進歩－韓日協定
3、漁業協定
4、自然の特色
5、日本の気候
6、機械化された農牧業
7、世界的水産業
8、乏しい地下資源
9、豊富な水力資源
10、発達した工業
11、工業地帯
12、都市

572字
430字
371字
426字
590字
786字
448字
749字
280字
671字
527字
363字

1968年『新地理Ⅱ』
　　正音社 1967年『地理Ⅱ』と同じ
1968年『新地理Ⅱ』
サチョ社（사조사）

1、山と降雨量が多い島国
2、世界的な集約農業
3、世界的な水産業
4、農業国から工業国へ
5、日本の総合開発
6、大都市
7、日本国民
8、我が国との関係

754字
441字
402字
910字
566字
1,002字
764字
609字

（筆者作成）

　この時期の韓国高校地理教科書の特徴としては、日本に関する記述項目

が多いことを挙げることができる。1967年、1968年『新地理Ⅱ』（正音社）の
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歴史に関する記述は細かく、「日本の過去と現在」、「極東の進歩－韓日協

定」、「漁業協定」などに分けて紹介されている。「日本の過去と現在」では、

地形と人口に関して簡単に紹介しており、その中で、「彼らは大陸文化と

西洋文明をいち早く取り入れ開化しだが、伝統文化の基盤が弱く、彼らが

使っている漢字は我が国を通じて伝授されたのである。それにも拘わら

ず、彼らは、我が国を踏み台として大陸を侵略し、日清戦争、韓日合併を

して、台湾・サハリン・満州・我が国を植民化し深刻な搾取と苛政をして

きた。彼らはまた中日・太平洋戦争を犯して無謀な夢を持っていた」など、

一定の歴史的価値観を伴った記述がされている。1967年『新地理Ⅱ』（正音

社）は1965年の「日韓基本条約」について初めて記述された教科書であり、

「日韓基本条約」の理由に関する記述の後には「我らは、二度と彼らの精神

的・文化的侵略をされないように強い心を持たなければならない」と記述

している。

　表3には、『新地理Ⅱ』に記述されている項目内容別文字数を示してある。

この時期、日本に関する記述の中で記述量が最も多いのは、産業に関する

記述であり、正音社から出版された1967年と1968年の『新地理Ⅱ』におい

て産業の記述が占める割合は、日本に関する全体記述のそれぞれ38.6％と

38.8％である。1968『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）では、産業の占める割

合は全記述の32.2％を占めている。産業記述の中では、工業の占める割合

が最も高かったのは1967年、1968年の『新地理Ⅱ』（正音社）で、1967年『新

地理Ⅱ』（正音社）の工業に関する記述字数は1,144字、1968年『新地理Ⅱ』

（正音社）の工業に関する記述字数は1,136字である。1968年『新地理Ⅱ』（サ

チョ社、사조사）の工業に関する記述字数は910字である。

　次に日本に関する記述部分を、大きく、歴史、産業、資源、自然環境、国

民・都市分野に分けることによって韓国地理教科書における日本記述の

中心を定量的に探る（表4）。1番目の特徴は上述したように、日本の産業に
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関する記述が全記述の32.2％～38.8％を占めており、他分野より記述量が

多いことである。また、産業の中では工業に関する記述が48.1％～51.1％

と、約半分を占めるほど大きな割合であることが2番目の特徴と言えよう。

工業に関する記述は工業の発展と工業地帯に分けて丁寧に書かれており、

この時期の韓国において、日本の産業、特に工業の重要性が伺える。3番目

の特徴として挙げられるのは、1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）で

は、他の教科書で見られる資源に関する記述がなく、その代り、国民・都

市分野が多く記述されていることである。この国民・都市分野の記述部分

には、今までになかった内容が書かれており、それは後述するように、大

変特徴的である。

表4　『地理Ⅱ』教科書の内容別文字数
年度

内容

1967年（正音社）
『新地理Ⅱ』

1968年（正音社）
『新地理Ⅱ』

1968年
（サチョ社・사조사）

『新地理Ⅱ』
歴史 1,373 1,385 609　
産業 2,378 2,324 1,753
資源 1,029 945
自然環境 1,016 981 754
国民・都市 363 358 2,332

（韓国高校地理教科書より筆者作成）

Ⅳ日本に関する記述の特徴

　以上、見てきたように、当該期の韓国の高校地理教科書には大きな特徴

が見られる。産業、特に工業に関する記述量が多い等の定量的な特徴は前

章で見てきたことから、本章では主に定性的な特徴について、以下の3点

に絞って検討する。

（単位：字）
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①日本への批判的記述が多く書かれており、それは歴史に関する記述だけ

ではなく、産業と国民に関する記述においても見られる。

②日本に関する記述は歴史的背景、つまり戦争に関する記述から書かれて

いる。

③文化的な優越感が見られる。

1日本への批判的記述が多く書かれており、それは歴史に関す
る記述だけではなく、産業と国民に関する記述においても見
られる。
　日本に関する批判的記述は歴史に関する記述だけではなく、産業と国民

に関する記述の中でも日本に対する良くない感情が読み取られる。表4か

らも分かるように、この時期の日本の主な記述対象は日本の工業である。

そして日本の工業の発展に関する記述の中で、日本の工業発展は戦争と植

民地侵略、アメリカからの援助によるものであり、朝鮮戦争8）を利用して

敗戦後の破綻していた工業を発展させたと書かれている。

　日本の国民に関する記述でも、日本に対する憎しみを感じることができ

る。1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）の104ページから105ページにか

けて以下のように記述されている。「日本の国民性に関しては、天皇に忠

実で、愛国心が強い、または、どんなことでも誠実さを持ち、団結心も強

い。だが、彼らは、心が広くない、よく怒る、長期的な計画を立てられな

い、他国を侵略しようとする欠点を持っている。こうした民族性の形成

は、島国という自然環境の影響が大きいと思われる」とある。加えて国民

に関する記述において、19世紀末から第二次世界大戦までの戦争の記述

が、全体の半分以上を占めている。特に、1945年を境として、戦前・戦中

の記述では、「日本は明治天皇が明治維新という改革をして、従来の封建

政治を打ち破り、民主主義的な政治を標榜、憲法を発布、西洋文化の輸入
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に力を入れた。その時期から、日本は急速に発展し、大正時代を経て昭和

天皇の時期には全盛を迎えた。国が力を持つようになったら、彼らは世界

制覇というとんでもない夢を持ち、近隣諸国をはじめ、東南アジアの各国

を侵略した、彼らの野望は益々妄想となり太平洋戦争を起こした」と述べ

ている。また戦後の記述では、「日本が降伏した後、神域と言われた日本に

アメリカ軍が駐留し、神と言われた天皇がダグラス・マッカーサー司令官

に頭を下げなければならなかった」と皮肉のような言い方をしている。も

ちろん、その前後には、「日本は明治天皇が明治維新という改革をして、従

来の封建政治を打ち破り、民主主義的な政治を標榜、憲法を発布、西洋文

化の輸入に力を入れた。その時期から、日本は急速に発展し、大正時代を

経て昭和天皇の時期には全盛を迎えた」、「第二次世界大戦後、日本国民は

猛烈な復興運動をして、社会全てが戦前より随分発展したことは注目する

べきである」といった記述のように、日本の改革や経済成長を肯定的にと

らえる部分もあり、全ての記述が批判的であるとは言えない。しかし、次

に見るように、そうした成長も絶えず戦争といったフィルターを通すこと

を怠っていない点等、やはり、批判的な視点が強いと言わざるを得ない。

　では次に、当該期の韓国高校地理教科書における工業に関する記述の特

徴を見ていこう。1967年、1968年『新地理Ⅱ』（正音社）の122ページでは以

下のように述べている。「第二次世界大戦は、日本の大部分の工業施設を

破壊し、大部分の市場を失った。だが、アメリカの援助と朝鮮戦争をきっ

かけに日本の工業は急速に発達し、現在は戦争前より発達している」とあ

る。

　日本の工業に関する記述の中で戦争に関する記述が現れているのは、上

述の教科書だけではない。同じく第2次教育課程期内に出版され、系統地

理であったため本稿の分析対象からはずした1964年『標準人文地理』（ソウ

ル出版社）の250ページから251ページにかけて日本の工業の急速な発展に
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関して記述されている。その記述は以下のようになっている。「インドに

比べると、日本が近代国家の圧力により、鎖国政策を止めたのが100年前

であり、随分遅れたことが分かる。だが、日清戦争、日露戦争と第一次世

界大戦（1894～1918）の数十年の間に、国家経営を優先して、民間経営で工

場制度の近代産業をほぼ完成させた。手工業の歴史を持っている紡績工業

のような軽工業が先に植民地に進出した。それから、数十年の間は化学工

業と重工業・軍事工業を発展させた。1932年9）の満州・中国への侵略から、

太平洋戦争を起こした1941年までの10年の間に、日本の紡績工業は世界の

1位、造船は2位を占めており、化学・重化学・重工業も極度に発達してき

た。日本の工業は半世紀にわたる植民地への侵略で成長し、植民地を失う

につれ破綻した。そして、再び朝鮮戦争により、工業は戦前の水準まで達

し、また何倍と発展した。日本の工業の2番目の基盤は製鉄業である。大戦

前の石炭はホンゲイなどから輸入したが、今はアメリカから輸入、鉄鉱は

アジアの代わりに全てアメリカ・カナダ・マレーシアから輸入している。

戦前の水準を超えたのは、製鉄所周りの付属施設・アメリカからの援助・

韓国戦争のおかげである」。

　このように、日本の工業発達は一貫して戦争を介在したものとなってお

り、その他の発展要因の説明がほとんどない。これでは日本の工業発達の

理由を適切に説明しているとはとても言えないであろう。

2日本に関する記述は歴史的背景、つまり戦争に関する記述か
ら書かれている。
　地理教科書は対象国の地理的位置、地形、気候などから始まるのが一般

的である。だが、1967年、1968年『新地理Ⅱ』（正音社）では、日本の侵略史

の戦争に関する記述と日韓国交の理由から始まっている。歴史に関する記

述も細かく、「日本の過去と現在」、「極東の進歩－韓日協定」、「漁業協定」
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に分かれて紹介されている。

　「日本の過去と現在」項目では、地形と人口に関して簡単に紹介してい

る。そして、すべて述べてきたように、「彼らは大陸文化と西洋文明をいち

早く取り入れ開化しだが、伝統文化の基盤が弱く、彼らが使っている漢字

は我が国を通じて伝授されたのである。それにも拘わらず、彼らは、我が

国を踏み台として大陸を侵略し、日清戦争、韓日合併をして、台湾・サハ

リン・満州・我が国を植民化し深刻な搾取と苛政をしてきた。彼らはまた

中日・太平洋戦争を犯して無謀な夢を持っていた。だが、彼らの野望は敗

戦により挫折した。日本は敗戦後特に経済復興に力を入れており、朝鮮戦

争の短い時間内で被害を復旧させ、敗戦後の約3倍まで経済成長を遂げた」

という戦争の記述が多くを占める書き方となっている。

　上の段落の続きて戦争と日韓国交の理由は以下のように書かれている。

「こうした復興は日本を再びアジアで最も発展した国へと興起させた。そ

して、我らはこうした日本と善隣関係を維持して有利な経済成長を目標と

して置かなければならない立場になってきた。こうした現実に応じて我ら

は長い時間放置してきた韓日会談を妥結し、両国の国交を成長化させた」。

その後には「我らは、二度と彼らの精神的・文化的侵略をされないように

強い心を持たなければならない」と記述している。こうした記述から日本

に対する韓国の警戒心とちょっとした憎しみなどの感情的なものが窺え

る。

　1967年『新地理Ⅱ』（正音社）は、1965年「日韓基本条約」後に初めて出版

された教科書であり、「日韓基本条約」に関する記述がある。「日韓基本条

約」関する記述は「極東の進歩－韓日協定」項目に書かれている。「極東の

進歩－韓日協定」では、「本協定には、韓日両国の基本関係、日本に在住し

ている韓国国民の法的地位と待遇に関する問題、財産の請求権、経済協力

に関する問題と文化財協定などがある。両国国会の許可を得て、1966年12
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月18日に批准書が交換され、正式に発表された。特に現在日本に在住して

いる60万人の同胞の法的地位が韓日協定の最も重要な問題である」とあ

る。

3文化的な優越感が見られる。
　韓国の高校地理教科書の3番目の特徴として挙げられるのが、教科書の

様々なところから見ることができる韓国の文化的優越感であり、この特徴

はこれまでも韓国の歴史教科書の分析において、その特徴として指摘され

ている（岩井・朴ほか、2008）。当該期の韓国高校地理教科書について指摘

するとすれば、1967年、1968年『新地理Ⅱ』（正音社）において、日本の過去

に関して記述されている部分で、「彼らは大陸文化と西洋文明をいち早く

取り入れ開化しだが、伝統文化の基盤が弱く、彼らが使っている漢字は我

が国を通じて伝授されたのである」と記述されている部分等を挙げること

ができる。

　また、1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社、사조사）には、「我が国との関係」と

いう項目があり、そこには、「日本人は我が国の国民と似た容貌と漢字を

使用し、同じ系統の言語を使っているなどから我が国と最も緊密に接する

ようになっている。歴史から見てみると、朝鮮王朝中期まで両国は緊密な

関係を持ち、我が国は野蛮であったこの国に文化面において多く教えてあ

げた。だが、その後日本は壬辰倭乱を起こして我が国を侵略し、20世紀初

期には我が国を植民化した」と記述されている。「野蛮であったこの国の文

化面において多く教えてあげた」という記述は、韓国の歴史教科書におい

て頻繁に見られるフレーズであり、ここに韓国の日本に対する文化的優越

感をはっきりと見ることができよう。
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Ⅴおわりに

　本稿は、1965年日韓国交正常化直後に出版された韓国高校地理教科書を

研究対象として、日本に関する記述の特徴を探った。分析の結果、地理教

科書の日本に関する記述には、定量的には産業、特に工業に関する記述量

が多く、定性的には、①日本への批判的記述が多く書かれており、それは

歴史に関する記述だけではなく、産業と国民に関する記述においても見ら

れること、②日本に関する記述は歴史的背景、つまり戦争に関する記述か

ら書かれていること、③文化的な優越感が見られること、以上の三つの特

徴を持っていることが分かった。この時期に日本に関する記述がなぜこの

ような特徴を有していたのか。その理由は何なのか。

　ここでその理由として考えられるのは、この時期の韓国大統領の政策で

ある。日韓国交は韓国の朴正煕大統領の在任期間に正常化した。本稿で分

析した教科書は全て朴正煕大統領の在任時期に出版された教科書である。

朴正煕大統領は、独裁政権下では日本国の佐藤栄作内閣総理大臣と日韓基

本条約を批准して日韓両国の国交を正常化し、更にアメリカ合衆国のリン

ドン・ジョンソン大統領の要請を受けて1964年にベトナム戦争に大韓民

国国軍を出兵、日米両国の経済支援を得て「漢江の奇跡」と呼ばれる高度

経済成長を達成した。大韓民国は1960年代から1970年代にかけての朴正煕

執政下の高度経済成長により、1970年頃まで経済的に劣位であった同じ朝

鮮民族の分断国家、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）を経済的に追い越

し、最貧国グループから脱した。

　一方で統制的な軍事政権下では民主化などの運動は徹底して弾圧され、

人権上問題のある拷問や政治犯の投獄なども行われた。また対外政策にお

いてもアメリカとの強固な同盟関係を作り出したベトナム戦争において、

米軍同様に虐殺や戦争犯罪に関与する結果となり、ベトナムとの外交関係
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は悪化した。また日本との友好姿勢も国内の民族主義（左派ナショナリズ

ム）から敵視される背景となった（池東旭、2002）。日本と国交を回復した

ことで、韓国国内で親日派とも言われていた。そのため、韓国の国民感情

の配慮と政治的敵視を弱める方法の一つとして、日本に関する記述におい

て批判の記述が多く書かれていたのではないかと思われる。これらはいず

れも仮説であり、そうした内容を規定した理由については、稿を改めて検

討していく予定である。

　1965年の日韓国交正常化から今年50周年を迎えた。日本と韓国は、最も

重要な隣国である。日韓はこれまで、政治、経済、安全保障を含む様々な

側面で相互依存関係を深めてきた。その間、両国民間の交流と協力も飛躍

的に進展し、国交正常化当時、1年間約1万人であった両国間の人の往来

は、2014年には年間503万人であり、現在では1日1万人を超えるまでに

なった（外務省、2015）。日韓両国の民間交流が盛んである反面、現在、両

国の政治的関係は冷え込んである。世界化が進んでいる現代社会の中、教

科書にこそ互いの国の適切な記述が必要であると思われる。

注
1）正音社は韓国の出版社で1945年以前からあった韓国の重要出版社の一つである。
2）사조사は韓国の出版社の社名である。
3）文教部は日本の文部科学省に相当する。
4）5・16軍事クーデター（5・16군사정변）は、後の韓国大統領で当時少将（第2野戦
軍副司令官）だった朴正煕（現韓国大統領朴槿恵の父）などが軍事革命委員会の名
の下、起こした軍事クーデター。1961年5月16日に発生したため「5・16軍事クーデ
ター」と一般的に言う。

5）第2次教育課程は『地理Ⅰ』と『地理Ⅱ』になっているが、1964年『標準人文地理』と
1967年『最新人文地理』教科書が出版されている。だが､ 韓国の教育現場で使われ
ていたのかは未知である。

6）正確には、1967年『新地理Ⅱ』（正音社）は4.2％、1968年『新地理Ⅱ』（正音社）は
4.31％、1968年『新地理Ⅱ』（サチョ社・사조사）は4.23％を占めている。

7）『地理Ⅱ』は教育課程であり、『新地理Ⅱ』は教科書の書名である。
8）朝鮮戦争（1950年6月25日-1953年7月27日休戦）は、1948年に成立したばかりの朝
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鮮民族の分断国家である大韓民国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の間
で、朝鮮半島の主権を巡り北朝鮮が国境線と化していた38度線を越えて侵攻した
ことによって勃発した国際紛争のことである。日本では朝鮮戦争と呼んでいるが、
韓国では韓国戦争や韓国動乱あるいは6・25（ユギオ）戦争、北朝鮮では祖国解放戦
争、北朝鮮を支援した中華人民共和国では抗美援朝戦争（「美」は中国語表記でアメ
リカの略）と呼ばれている。韓国地理教科書中でも韓国戦争、韓国動乱、６・25戦
争など様々な呼び方があるが、本稿では朝鮮戦争と統一する。

9）日本と中国では満州事変は1931年という認識であるが、本教科書では1932年であ
ると書かれている。
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Abstract

　In order to respond to the globalization of society as a whole, mutual 

understanding between

the countries and regions of the world is essential. Promoting education in 

international and intercultural understanding is one of the most serious 

challenges in modern education. In geography education in recent years, 

the necessity for the development of teaching materials for international 

and intercultural understanding has been advocated.

　In recent years, more and more Japanese have become active abroad, the 

number of foreigner visitors has been growing rapidly, and there have also 

been increasing numbers of international marriages. Coming into contact 

with different cultures in everyday life has become much more common. 

However, people are prone to take prejudiced or mistaken attitudes toward 

people with different cultural backgrounds, and they often lack a mutual 

understanding grounded in sympathy to cultural heterogeneity. In this 

context, education in geography can be thought of as the teaching of 

international and intercultural understanding, with the aim of giving

the students a concrete image of the world based on a rational, scientific 
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understanding of it. 

Japan and South Korea is a neighboring country enough to be possible 

to see each other from sea. And, they has had a close historical 

relationship for a long time. However, Japan recognized Korean can’t be 

said to be never enough. On June 22, 1965, Japan and the concluded 

Japan-South Korea Basic Treaty with Republic of Korea, it restored the 

diplomatic relations that had been lost in the Korean Peninsula of the 

colonial rule of Japan over 36 years. Thus, the relations, came to start is 

struck also intermittently held that was being normalization talks for 14 

years  while repeating the restart.

In this study, I analyze the description of Japan in high school geography 

textbooks, which was published immediately after the Korean 

diplomatic normalization day of 1965, to reveal the center of its features 

and description. Incidentally, it analyzes the "curriculum" in Korea, 

which is conducted at this time, and provides the basic knowledge. That 

time the President policy had been in office in, or to analyze the 

country's policy, we will consider whether there is a relationship 

between features and its policy statements regarding Japan.




